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人 口と面 積( 元 年. 3. 1)
世 帯　237, 611
人 口　641, 149 人
男　325, 642 人
女　315, 507 人

面 積　53. 25k ㎡
人口密度　12, 040 人/ k ㎡
<月3回( 5日、15日、25日) 発行>

子

宮

体
が
ん
検
診
を実

施

早
期
発
見
が
あ
な
た
の
健
康
を
守
る

増
え
る
体
が
ん
に
対
応

子
宮
が
ん
は
、子
宮
の
入
口
(
頸

部
)
に
で
き
る
も
の
と
、
奥
(
体

部
)
に
で
き
る
も
の
と
が
あ
り
ま

す
。
日
本
人
の
子
宮
が
ん
の
大
半

は
、
以
然
、
類
が
ん
で
す
。

区
で
は
、
発
足
冪
の
高
い
頸
が

ん
検
診
の
み
を
爽
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
体
が
ん
の
発
屁
が
増
加
傾

向
に
あ
る
た
め
、
4
月
か
ら
体
が

ん
検
診
も
実
篦
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

頸
が
ん
椣
診
は
、
年
に
I
度
は

受
診
す
る
よ
う
心
が
け
、
次
の
よ

う
な
方
は
、
体
が
ん
検
診
も
併
せ

て
受
診
し
、
健
康
保
持
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

□
体
が
ん
検
診
対
象
者

原
則
と
し
て
最
近
6
ヵ

月
以
内

に
不
正
出
血
が
あ
り
'
a

の
い
ず

れ
か
に
骸
当
す
る
方
。

▽
年
齡
5
0
歳
以
上
の
方

▽
閉
経
以
後
の
方

▽
未
妊
婦
で
あ
っ
て
月
経
が
不
規

則
な
方

検

診

の

実

施

方

法

。

□
実
施
場
所

▽
頸
が
ん
椣
診
の
み

中
央
本
町
保
健
相
鮫
所
お
よ
び

区
内
の
医
療
機
関
(
足
立
保
健

所
は
4
月
か
ら
中
止
)

▽
頸
が
ん
・
体
が
ん
検
診

区
内
の
医
療
機
関
(
中
央
本
町

保
健
相
談
所
で
は
実
施
し
ま
せ

ん
)

□
申
込
方
法

▽
区
内
の
医
療
機
閧
で
検
診
希
望

の
方
・・・
4
月
の
検
診
分
か
ら
各

保
健
所
・
保
健
相
鮫
所
で
随
時

受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み
を

受
け
た
際
に
、
受
診
券
を
配
付

し
ま
す
(
電
話
は
不
可
)
。
受
診

日
は
、
受
診
希
望
の
医
療
機
関

と
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
中
央
本
町
保
健
相
談
所
で
椣
診

希
望
の
方
・・・
検
診
場
所
が
一
カ

所
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
5
月

実
施
分
か
ら
中
央
本
町
保
健
相

談
所
に
直
接
電
話
申
し
込
み
と

な
り
ま
す
(
5

月
分
は
、
左
上

表
の
と
お
り
)
。
6
月
以
降
は
、

「
あ
だ
ち
広
報
」
で
随
時
、
お

知
ら
せ
し
ま
す

□
検
診
費
用

▽
頸
・
体
が
ん
検
診

各
6
0
0円　
(

体
が
ん
は
頸
が
ん
も
併
せ
て
受

診
の
た
め
千
2
0
0円
と
な
り
ま

す
)

間
合
せ
先

本
庁
舎
・
保
健
予
防

酋
8
8
2
1
1
1
1
㈹

子宮頸がん・体がんの5 年生存率

ふるさとづくりを進めます
平成元年度予算が確定

平
改
元
年
度
当
初
予
算
は
、
3

月
に
閧
か
れ
た
第
一
回
区
議

会
定
例
会
で
原
案
ど
お
り
可

決
、
成
立
し
ま
し
た
。

一
穀
僉
計
は
、
1
千
5
8
8億
枷

万
円
で
、
産
業
の
振
輿
と
ま
ち

づ
く
り
、総
合
的
な
福
祉
政
策
、

快
適
な
環
境
づ
く
り
を
基
本
的

な
考
え
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
3
5
9

億
3

千
辺
万
円
、
老
人
保
健
医

療
特
別
会
計
2
3
0億9
千
1
7
8万
円

で
、
3
会
計
の
合
計
額
は
2
千

1
7
8億3
千
鬻
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

A
本
庁
舎
・
予
算
課
V

一 般 会 計
歳入 歳出

予算総額1588
億円( 100. 0%)

「
あ
だ
ち
広
報
」

月
3
回
発
行
に

今
月
か
ら「
あ
だ
ち
広
報
」が

月
3
回
(
5
・
1
5・
2
5日
)
発
行

に
な
り
ま
す
。

5
日
号
は
、
従
来
ど
お
り
、

高
齢
者
事
業
団
が
各
戸
配
布
し

ま
す
。
1
5・
2
5日
号
は
新
闖
折

込
(
靭
日
・
読
売
・
毎
日
・
産

経
・
日
経
・
東
亰
・
東
亰
タ
イ

ム
ス
)
で
お
届
け
し
ま
す
。

ま
た
、
区
の
各
施
設
、
鉄
遭

の
区
内
各
駅
の
広
報
ス
タ
ン
ド

に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。A

広
報
課
V

4
月
6

日

～
1
5
日

春
の

足
立
区
交
通
安
全
運
動

こ
んな
も
の

い
らな

い

交通事故ワースト1

昨
年
、
区
内
で
起
き
た
交
通

事
故
は
、
2
千
7
5
5件
で
し
た
。

特
に
死
亡
者
数
は
、
2
3区
内

ワ
ー
ス
ト
ー
で

、
2
2人
も
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
を
一
昨
年
と
比
ぺ

て
み
ま
す
と
、
亊
故
件
数
で
3
3
0

件
、
死
亡
者
数
で
は
2
人
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
徼
と
し
て
は
、
オ
ー
ト
バ

イ
の
死
亡
者
・
高
齡
者
の
死
亡

者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
夜

間
の
事
故
、
週
末
の
事
故
が
死

亡
事
故
に
結
び
つ
く
場
合
が
多

い
こ
と
な
ど
で
す
。

悲
慘
な
交
通
亊
故
を
な
く
す

た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
交
通
安
全
意
諏
と
交
通
遭

徳
の
高
揚
が
き
わ
め
て
大
切
で

す
。
正
し
い
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
身
に
つ
け
、
こ
れ
以
上
犠
牲

者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

今
回
の
運
勳
の
S
点
課
題
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
子
ど
も
と
高
齡
者
の
交
通
事

故
防
止

▽
若
年
邏
転
者
に
よ
る
無
謀
瀑

転
の
防
止
、
特
に
二
軸
車
の

交
通
事
苡
防
止

▽
交
通
渋
蕎
の
防
止
、
特
に
迷

憖
畦
卑
の
追
放

▽
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト

ペ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

A
足
立
区
、
千
住
・
西
新
井

。

綾
瀬
警
察
署
V

組
織
機
構
の
改
正

区
で
は
、4
月
に
、
次
の

と
お
り
組
繖
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

地
奴
櫪
興
都

産
業
振
輿
懇

談
会
の
答
申
を
受
け
、
本

格
的
な
地
域
経
済
政
策
を

積
極
的
に
促
進
し
て
い
く

た
め
に
、
経
済
課
を
2
課

制
に
し
、
商
工
振
輿
課
と

生
活
経
済
課
を
般
置
。

な
お
、
足
立
区
勦
労
者

共
済
会
運
営
援
助
業
務
等

を
担
当
し
て
い
る
勦
労
者

対
策
係
は
、
勣
労
福
祉
会

館
に
移
転

橲
祉
部

人
生
8
0年
社
会
の

し
く
み
づ
く
り
に
向
け

た
、
総
合
的
な
橸
祉
政
策

の
展
開
を
図
る
た
め
に
、

高
齡
化
社
会
対
策
室
を
般

置
土
木
都

快
適
な
環
境
整
爾

の
促
進
強
化
と
し
て
、
区

が
施
行
す
る
土
木
事
業
の

計
画
部
分
を
担
当
す
る
副

参
亊
を
新
設

庁
歯
逹
般
童

区
役
所
の
位

置
を
定
め
る
条
例
が
可
決

さ
れ
、
続
合
庁
舎
の
建
般

を
担
任
す
る
専
眥
組
織
と

し
て
、
庁
舍
建
設
室
(
部

長
級
)
と
担
当
副
参
事
を

般
置
。
ま
た
、
本
庁
舎
鮓

利
用
対
策
と
し
て
、
企
圃

部
に
副
参
事
を
設
置

A
企
扁
部
企
圖
課
V

区 役所は
今月から

第2・第4 土曜日が
休みになります

4
月
か
ら
第
2

・
4
土
曜
日

は
、区
の
S
務
(
戸
籍
、住
民
票
、印

鑑
登
録
、税
務
、国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
等
)
が
休
み
に
な
り
ま

す
の
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
小
・
中
学
校
、
図
S

館
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
は
、

原
則
と
し
て
今
ま
で
ど
お
り
閲
き

ま
す
。
ま
た

、
埋
火
葬
許
可
匪
の

発
行
、
死
亡
届
、
婚
姻
届
等
の
受

債
等
は
、従
来
ど
お
り
行
い
ま
す
。

□
土
曜
日
に
開
庁
す
る
施
設

▽
幼
稚
菌
示
・
中
学
校

▽
学

童
保
育
室
、
保
育
園

▽
区
民

(福
祉
)
セ
ン
タ
ー

▽
児
童

館
、老
人
館
、老
人
会
館

▽
郷

土
溥
物
鰓

▽
図
S
館
、
杠
会

教
青
館
等
の
文
化
施
設

▽
体

青
肥
、
プ
ー
ル
等
の
ス
ポ
ー
ツ

施
殴

▽
区
民
保
養
所

▽
排

水
場

▽
庁
舎
宿
直
巡
視
等

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
企
圖
課
　

脱
1
1
1
1
㈹
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安
全
で
住
み
よ
い

「
ま
ち
」を
め
ざ
し
て

縦
覧
し
ま
す

都
市
計
画
変
更
(
案
)

都
お
よ
び
区
で
は
、
次
の
都
市

計
圃
変
更
(
案
)
を
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
佩
が
あ

る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
都
知
事

に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

□
東
京
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更

小
台
浄
化
セ
ン
タ
ー
(
小
台
一

丁
目
地
内
)

縦
覧
期
聞
4
月
7
日
～
2
1
日

縦
覧
場
所

都
・
都
市
計
圃
局
総

務
部
相
談
憐
報
課
ま
た
は
区
・

本
庁
舍
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出
・
問
合
せ
先

都

・
地
域
計
画
部
都
市
計
画
課
　

2
1
2
5
1
1
1
㈹

縦
覧
し
て
い
ま
す

都
市
計
画
決
定

お
よ
び
変
更

都
お
よ
ぴ
区
で
は
、
&
の
地
区

の
都
市
計
画
決
定
お
よ
び
変
更
を

し
ま
し
た
。

□
沿
道
整
備
計
画
の
決
定

▽
国
遭
4
号
B
地
区
(
保
木
間

交
差
点
～
埼
玉
県
詭
)

▽
環
状
七
号
線
c
地
区
(

国
遭

4
号
線
I
葛
飾
区
境
)

▽
環
状
七
号
線
D
地
区
(
放
射
　

1
1
号
繚
～
北
区
境
)

※
3
地
区
と
も
、
両
側
お
お
む
ね

釦
㍍
の
区
域

。

□
都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業
に

か
か
る
用
途
地
域
・
地
区
等
の
変

更
▽
国
道
4
号
B
地
区
(

保
木
間

交
差
点
～
埼
玉
県
境
)

▽
環
状
七
号
線
C
地
区

▽
環
状
七
号
線
D
地
区

▽
補
助
1
0
9号
線
地
区
(

環
状
七

号
線
I
葛
飾
区
境
)

※
4
地
区
と
も
両
側
お
お
む
ね
3
0

㍍
の
区
域
。

□
一
団
地
の
住
宅
施
設
(
竹
の
塚

第
一
団
地
)
の
変
更

□
都
市
計
両
道
路
補
助
線
街
路
第
2
6
1

号
線
の
変
更
(
帛
花
畑
三
丁
目
I

神
明
一
丁
目
)

□
都
市
計
画
公
園
の
変
更

▽
土
井
苗
閧
堀
公
圜
(
保
木
閠

三
丁
目
)

▽
六
木
水
の
森
公
園
(
六
木
三

丁
目
)

告
示
年
月
曰
3

月
2
0日

縦
覧
場
所

都
・
都
市
計
圃
局
総

務
部
相
談
嘴
報
課
ま
た
は
、
区

・
本
庁
舎
都
市
計
画
課

間
合
せ
先

本
庁
舎
・
都
市
計
画

課
　

脱
―
-
1
1

㈹

不
燃
化
促
進
助
成

事
業
と
沿
道
整
備

計
画
の
お
知
ら
せ

□
不
燃
化
促
進
助
成
事
業

区
で
は
、
大
震
火
災
時
の
安
全

な
避
難
路
、
延
焼
遮
断
帯
を
早
急

に
整
偉
す
る
た
め
に
、
不
燃
化
促

進
助
成
事
業
を
行
つ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
不
燃
化
促
進
区

域
内
で

、
一
定
の
基
準
に
あ
っ
た

不
燃
建
築
物
を
建
て
る
方
に
助
成

金
を
さ
し
あ
げ
、
建
物
の
不
燃
化

を
促
進
す
る
も
の
で
す

。

現
在
1
0地
区
(
補
助
1
0
0号
線
地

区
、
日
光
街
道
A
地
区
、
小
台
通

り
地
区
、
桜
土
手
通
り
地
区
、
旧

日
光
街
道
地
区
、
補
助
1
3
8号
線
地

区
、
環
状
七
号
線
A
地
区
、
同
B

旭
区
、
禰
助
2
5
6号
線
地
区
、
補
助
1
9
0

号
線
地
区
)
で
こ
の
事
業
を
吁

つ
て
い
ま
す
が
、
あ
ら
た
に
平
成

元
年
4
月
1
日
か
ら
、
日
光
街
遭
B

地
区

、
環
状
七
号
線
C
地
区
、

環
状
七
号
線
D
地
区
お
よ
び
補
助

圏
号
線
地
区
(
地
図
参
照
)
で
も
本

事
業
を
始
め
ま
し
た
。
区
域
内
で

建
物
を
建
て
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

助
成
内
容

表
1
の
と
お
り

□
沿
道
整
備
計
画

国
道
4
号
B
地
区
、
環
状
七
号

線
C
地
区
お
よ
び
環
状
七
号
線
D

地
区
(

地
図
参
照
)
で

、
沿
道
整

偉
計
画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
應
は
、
道
路
の
交
通
騒

音
に
よ
る
障
書
を
防
止
し

、
土
地

の
高
度
利
用
を
図
る
た
め
の
制
限

(
表
2
参
照
)
お
よ
び
促
進
施
策
(

表
3
穆
照
)
を
行
う
も
の
で
す
。

沿
道
整
爾
計
画
区
域
内
で
建
物
を

建
て
た
り
、
土
地
の
区
画
形
質
等

を
変
更
す
る
と
き
は
、
建
築
確
認

申
論
と
は
別
に
、
エ
亊
櫞
手
の
3
0

日
前
ま
で
に
区
長
へ
届
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
ま
ち
づ
く

り
課
　

盥
1
1
1
1

㈹

不燃化促進助成
事業・沿道整備計
画合併施行地区
不燃化促進助成
事業施行地区

表1　 助 成 内 容

表2　 建 築物等に関する制 限

※ 当地区は、このほか最低限高度地区( 7m) が指定されています。

表3　 沿道整備のための促進施策

緩衝建築物

報
告
し
て
く
だ
さ
い

特
殊
建
築
物

の
検
査
結
果

学
校
、
病
院
、
ホ
テ
ル
、
共
同

住
宅
、
お
よ
び
百
貨
店
な
ど
、
多

数
の
人
が
利
用
す
る
特
殊
建
築
物

の
う
ち
、
区
長
が
指
定
す
る
一
定

規
僕
以
上
の
建
築
設
偉
(
換
気
設

備
、
排
煙
設
蠏
、
非
常
用
の
照
明

装
筐
、
給
排
水
設
竰
)
の
所
有
者

ま
た
は
、管
理
者
は
、毎
年
定
期
的

に
椣
査
賢
格
者
の
検
査
を
受
け
、

そ
の
結
果
を
区
に
報
告
し
な
け
れ

ぱ
な
り
ま
せ
ん

。

こ
の
制
度
は
、
建
築
般
備
の
適

正
な
維
持
管
理
を
図
り

、
安
全
、

衛
生

。
防
災
お
よ
び
避
難
に
関
す

る
現
状
を
的
確
に
把
握
し
て

、
災

害
を
禾
然
に
防
止
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す

。

主
な
定
期
報
告
す
る
建
築
設
爾

は
表
4
の
と
お
り
で
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
建
築
課
設

備
係
　
8
8
2
-
1
1
1

㈹

表4　 主な定期検査を要 する建築設備

く
ら
し
の

情

報

国
保・
年金

国
民
年
金
保
険
料
納

付
書
を
送
り
ま
し
た

平
成
元
年
度
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
書
を
送
付
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
1
年
分
ま
と
め

て
創
引
前
吶
す
る
吶
付
S
と
、

各
月
別
納
付
S
前
期
分
が
一
緒

の
冊
子
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
ご
希
望
の
方
法
に

よ
り
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
冊
子
か
ら
切
り
離
さ
ず
に
金

融
機
関
の
窓
囗
へ
お
持
ち
く
た

さ
い
。

納
期
限

▽
1
年
分
前
納
さ
れ

る
方
…
5
月
1
日
ま
で
(
納

付
書
の
納
期
限
の
4
月
3
0日

が
日
躍
日
の
た
め
)

▽
毎

月
納
付
す
る
方
・
:各
月
ご
と

の
翌
月
の
末
日
ま
で

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

巍
5
1
6
1

今
月
は
老
齢
福
祉

年
金
支
払
い
月
で
す

老
齡
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は
。4
月
H
日
(
火
)
か

ら
指
定
の
郵
便
局
で
支
払
い
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
年
金

証
書
が
旧
元
号
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
ま
ま
支
払
い
を
受

け
て
4
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舍
。

国
民
年
金
課
給
付
係

跏
5
1
6
5

障
害
基
礎
年
金
等
の

「
現
況
届
」
の
提
出

時
期
が
変
り
ま
す

毎
年
、4
月
末
日
お
よ
び
5

月
末
日
ま
で
に
『
現
況
届
』の

提
出
を
し
て
い
た
方
は
、
別
表

の
と
お
り
提
出
時
期
が
変
わ
り

ま
す

。
該
当
者
は
、
艇
生
月
の

末
日
ま
で
に
提
出
い
た
だ
く
よ

う
社
会
保
険
庁
か
ら
、
現
況
届
(
(

ガ
キ
)
が
送
付
さ
れ
ま
す

。

お
近
く
の
区
民
亊
務
所
で
証
明

を
受
け
、
切
手
を
貼
つ
て
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
届
け
は
、

今
後
も
引
き
続
き
年
金
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
届
け
で
す
。

期
限
内
に
提
出
し
な
い
場
合

は
、
年
金
の
支
給
が
一
時
停
止

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

国
民
年
金
課
給
付
係

瞋
5
1
6
5

※ 種別が26・63 ・27 が該当の方は 、従前のとおり
7 月末日です。

現
況
届
の
証
明
が

無
料
に
な
り
ま
し
た

年
金
受
給
者
の
住
所
等
の
証

明
手
数
料
が
4

月
か
ら
無
料
に

な
り
ま
し
た

。

□
無
料
に
な
る
公
的
年
金

▽
国
民
年
金

▽
厚
生
年
金

▽
国
家
公
務
員
共
済
年
金
　

▽
地
方
公
務
員
共
済
年
金
　

▽
私
立
学
校
教
職
員
共
済
年

金

▽
船
貝
保
険

▽
農
林

漁
業
団
体
職
員
共
済
年
金
　

▽
恩
紿

□
無
料
に
な
る
証
明
書

▽
住
民
票
記
載
亊
項
柾
明
書

▽
僅
民
票
の
写
し

▽
戸
籍

の
付
票
記
載
事
項
証
明
S
　

▽
外
国
人
登
録
済
証
明
S

問
會
せ
先

各
区
民
事
務
所
、

中
央
本
庁
舎
・
住
民
記
録
係

(
　脚
5
0
4
5
)
外
国
人

登
録
係
(
　
8
8
0
5
0
6
6
)

国
民
健
康
保
険
料

集
金
の
お
知
ら
せ

4
月
か
ら
一
部
の
地
域
で
、

国
民
健
康
保
険
胯
納
保
険
料
の

集
金
に
、
微
収
嘱
託
員
が
う
か

が
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
、
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
健
康
保
険
課
保
険
料

係
　

貘
5
1
4
2
へ
。

福

祉

老
人
福
祉
手
当
支
給

要
件
期
間
を
短
縮

4
月
1
日
か
ら
、
老
人
福
祉

手
当
の
支
給
要
件
期
閧
が
6

ヵ

月
か
ら
3

ヵ
月
に
短
縮
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、6
5
歳
以

上
で
3

ヵ
月
以
上
寝
た
き
り
、

ま
た
は
老
化
性
痴
呆
に
よ
り
常

時
介
助
を
必
要
と
す
る
方
で
、

現
在
、
在
宅
も
し
く
は
入
院
し

て
い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
申
讀
し
て
く
だ
さ
い

。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
本
人

名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局

を
除
く
)

▽
印
か
ん

▽

入
院
証
明
S
(
入
院
の
場
合
)

老
人
福
祉
手
当

受
給
者
の
方
ヘ

□
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い

▽
施
設
入
所
、死
亡
、転
出
等

で
受
給
資
格
か
な
く
な
っ
た

と
き

▽
寝
た
き
り
の
状
態

が
回
復
し
た
と
き

▽
囗
座

番
号
、
住
所
等
届
出
事
項
に

変
更
が
あ
っ
た
と
き

▽
重

厦
心
身
陣
客
者
手
当
を
受
け

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

□
老
人
福
祉
手
当
支
払
い
の
お

知
ら
せ

平
成
元
年
4
月
期
分
(
昭
和

6
3年
1
2月
～
平
成
元
年
3
月
ま

で
)

の
老
人
福
祉
手
当
を
4
月
2
5

日
ご
ろ
皆
さ
ん
の
囗
座
に
振

り
込
み
ま
す
。
区
に
お
届
け
の

金
融
磯
関
で
受
け
取
つ
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

い
ず
れ
も

本
庁
舎
・
老
人
福
祉
係

8
8
2
1
1
1
1
㈹

身
体
障
害
者
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
の
交
付

平
成
元
年
度
の
身
体
障
害
者

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を
ま

だ
受
け
て
い
な
い
方
は
、
管
砲

の
福
祉
亭
務
所
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者

▽
下
肢
お
よ
び
体
幹

陣
筈
の
手
帳
1
級
I
3
級
の

方

▽
視
覚
お
よ
び
内
部
陣

害
―
級
の
方

※
た
だ
し
、
自
勣
車
燃
料
費
の

助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
タ
ク

シ
ー
券
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

身
陣
手

帳
と
印
か
ん

申
込
先

管
轄
の
福
祉
事
務
所

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
ま
た

は
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
係
　

貎
1
1
1
1
㈹

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
ヘ

国
民
宿
舎
が
無
料

で
利
用
で
き
ま
す

母
子
、父
子
冢
庭
を
対
象
に

、

ひ
と
り
親
冢
庭
休
養
ホ
ー
ム
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
舂
の

行
楽
に
、
親
子
そ
ろ
っ
て
の
宿

泊
旅
行
は
い
か
が
で
す
か
。

宿
泊
場
所

熱
厩
、
日
光
、
河

口
湖
等
1
0カ
所

宿
泊
料

無
料
(
年
度
内
2
泊

ま
で
)

た
だ
し

、
入
渦
税
等

は
自
己
負
担

申
込
方
法

匱
接
窓
ロ
ヘ
(
毋

子
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
証

S
、
育
成
手
当
支
払
通
知
S
　

等
、
ひ
と
り
親
家
庭
が
確
認

で
き
る
も
の
を
持
参
)

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
ま
た
は
本
庁
舎
・
児
童

助
成
係
　

鋭
1
1
1
1

㈹
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愛犬家の皆さんヘ
飼い犬の登録と狂犬病予防注射

日
時
・
会
場

下

表
の
と
お
り

(雨
天
実
施
)
S

用
5

千
3
2円

(つ
り
銭
の
な

い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
)

問
合
せ
先

本
庁

舎
・
防
疫
揩
導

係
　

貎
1
1
　
1
1

㈹

犬の登録と狂犬病予防注射会場

お
酒
の
問
題
で

悩
ん
で
い
る
方
ヘ

酒
害
相
談
の
お
知
ら
せ

各
保
健
所
で
は
、お
酒
を
や
め

た
い
が
、
や
め
ら
れ
ず
悩
ん
で
い

る
方
、
ま
た
は
そ
の
ご
家
族
を
対

象
に
、
専
門
医
や
保
健
婦
に
よ
る

酒
害
相
談
を
毎
週
1
回
行
つ
て
い

ま
す

。
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

□
場
所
、
相
談
日
、
時
間

▽
千
住
保
健
所
・
:第
1
・
3
木

曜
日
、
午
後
1
時
3
0分
I
3

時
3
0

分

▽
足
立
保
健
所
・・・
第
2
・
4

木
暄
日
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0

分
問
合
せ
先

▽
千
住
保
健
所
　

霖
8
8
8
4
2
7
7

▽
足
立
保
健

所
　
8
5
5
4
1
5
1

3
歳
児
歯
科
健
診

を
実
施
し
ま
す

本
年
4
月
か
ら
、
従
來
の
内
科

健
診
を
主
体
と
し
た
3
歳
児
健
診

に
、
歯
科
健
診
を
加
え
て
実
施
し

ま
す
。健
診
対
象
児
に
は
、
各
保

健
所
・
保
健
相
談
所
か
ら
、
誕
生

月
の
翌
月
を
目
途
に
通
知
し
ま

す
。く

わ
し
く
は
各
保
健
所
、
保
健

相
談
所
、
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

8
8
2
1
1
1
1㈹へ
。

みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中央 本町保健 相談所　880- 5351

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
4
)

幕
府
は
。
部
落
の
人
々
を
ま

き
込
ん
で
、
長
州
征
伐
を
行
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
結
果
的
に
は
失
敗

に
終
わ
り
、
幕
府
に
大
き
な
打

撃
を
与
え
た
の
で
す
。

翌
慶
応
3
年
、
薩
長
両
藩
を

中
心
と
す
る
討
幕
溷
勳
が
琴

」

り
、
幕
府
の
崩
壊
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

時
代
が
江
戸
か
ら
叨
治
に
か

わ
り

、
版
籟
奉
還
を
経
て
、
よ

う
や
く
続
一
し
た
国
家
体
制
が

整
え
ら
れ
ま
し
た

。

明
治
政
府
は
近
代
国
家
を
め

ざ
し
て
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
社
会
の
近

代
化
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

同
和
地
区
の
人
び
と
の
解
放

を
め
ざ
す
運
勳
は
、
明
治
維
新

に
多
く
の
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
す
な
わ
ち
、1
8
7
1

年

(
明
治
4
年
)
8

月
に
賎
民
身

分
制
を
廃
止
し
、
戸
輛
を
一
般

民
籍
に
繝
入
す
る
通
告
を
し
ま

し
た
。

こ
の
太
政
官
布
告
が
、
い
わ

ゆ
る
「
解
放
令
」で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
同
和
地
区

の
人
び
と
は
、
一
応
、
制
度
上

の
身
分
差
別
か
ら
解
放
さ
れ
た

の
で
す
。

と
こ
ろ
か
、
同
和
地
区
の
人

び
と
に
最
も
望
ま
れ
て
い
た
経

済
的
な
対
策
が
欠
け
て
い
た
た

め
、
真
の
解
放
を
保
障
す
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、本
庁
舎
・
同
和

対
策
担
当
へ
。

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で

、1
団

体
1
事
業
、3

ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
名
曲
の
調
ベ
コ
ン
サ
ー
ト
芻
　

4
月
1
6
日
(
日
)
、午
後
7
時
/

竹
の
筱
セ
ン
タ
ー
/
屓
奏
者

・
・
・
宮
地
み
ち
よ
(
ソ
プ
ラ
ノ
)
/

▽
宮
地
　
8
8
6
0
4
9
3

☆
足
立
ア
マ
チ
ュ
ア
樊
術
震
　

4
月
1
9
～
2
4
日
、午
前
1
0
時

～
午
後
6
時
(
最
終
日
は
3
時

ま
で
)
/
ニ
チ
イ
西
新
井
店
区

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/
油
絵
会
員
募

集
中
/
▽
杉
本
　
8
8
5
1
1
7
0

☆
婦
人
倫
理
大
講
演
会
「
親
の

愛
、
子
ど
も
の
夢
」
4
月
2
3

日
(
日
)
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
3
0
分
/
上
沼
田
町
会
館
(
江

北
三
丁
目
)
/
島
田
　
8
9
7
0
　

=
募

集
=

☆
中
国
保
健
体
操
「
練
功
十
八

法
」
講
習
会
4
月
1
1
‥
日
～
6

月
2
7
日
(
全
1
2
回
)
、
毎
週
火
疆

日
、
午
後
7
時
～
8
時
/
弘
遭

付
近
/
5
千
円
(
1
2
回
分
の
テ

キ
ス
ト
代
含
む
)
/
▽
田
村
　

翻
0
9
3
7

生
業
資
金
を

貸
し
付
け
ま
す

貸
付
対
象

一
般
の
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
で
、
こ
の
資
金
を
借
り

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、独
立

の
生
計
が
立
て
ら
れ
る
方

で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

方▽
区
内
に
1
年
以
上
居
庄
し

て
い
る

▽
原
則
と
し
て
、

世
帯
の
生
計
を
立
て
る
庄
民

登
録
の
世
帯
主
で
あ
る

▽

事
業
を
拡
充
ま
た
は
新
規
に

始
め
る

▽
住
民
税
を
滞
納

し
て
い
な
い

受
付
期
聞
4
月
1
7
日
～
2
8
日

貸
付
限
度
額
―
世
帯
あ
た
り
　

1
0
0
万
円
以
内

返
済
方
法
5
0
回
元
利
均
等
償

還
(
6
ヵ
月
据
置
)

利
率

年
2
.
8
%
(
据
趾
期
間
中

は
無
利
子
)

申
込
方
法

直
接
窓
囗
へ
(
申

込
用
紙
は
区
民
亊
務
所
に
も

あ
り
ま
す
)

※
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
1
名

必
要
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

貸
付
係
　
8
8
2
1
1
1
1㈹

お

し

ら

せ

新
生
活
運
動
実
践

地
区
を
募
集
し
ま
す

対
象

お
お
む
ね
5
0世
帯
以
上

で
次
に
該
当
す
る
団
体

▽

町
会
・
自
治
会
、ま
た
は
そ
の

婦
人
部
・
婦
人
会
お
よ
び
新

生
活
連
勳
部

▽
2
つ
以
上

の
町
会
・
自
治
会
、ま
た
は
婦

人
部
・
婦
人
会
の
連
合
体

募
集
期
限
4

月
1
5日
(
土
)

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
振
興
係

跏
5
1
7
3

ご
利
用
く
だ
さ
い

区
民
葬
儀
利
用
券

区
で
は
、
区
内
葬
祭
業
者
の

協
力
で

、
一
般
家
庭
の
た
め
区

民
葬
儀
利
用
券
を
発
行
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

な
お

、
区
民
葬
儀
の
料
金
が
4

月
か
ら
上
表
の
と
お
り
変
わ

り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い

。こ
の
ほ
か
、霊
柩
皐
運
送
料
、

火
葬
料
、
収
骨
容
器
料
、
諸
経

費
等
が
必
要
に
な
り
ま
す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

戸
籍
課
　

巍
5
0
5
1

葬祭料( 祭壇・御寝棺含む)

( 注) 葬祭料には消費税は含まれて
いません

都
営
住
宅
入
居
者

募
集
等
の
窓
口
を

変
更
し
ま
し
た

今
年
度
4
月
1
日
か
ら
、
都

宮
住
宅
の
入
居
者
募
集
等
の
窓

口
が
変
わ
り
ま
し
た
。

Λ
い
ま
ま
で
V
中
央
本
町
庁
舎

・
地
域
振
興
課
区
民
生
活
係

Λ
こ
れ
か
ら
V
本
庁
舎
・
都
市

計
画
課
管
理
係

8
8
2
1
1
1
1
㈹

東
武
鉄
道
大
師
線
高

架
化
工
事
に
つ
い
て

都
、
区
、
お
よ
び
東
武
鉄
道

で
は
、
本
年
4
月
か
ら
大
師
線

西
新
井
駅
～
大
師
前
駅
閧
の
高

架
化
工
事
に
着
手
す
る
予
足
で

す
。
エ
事
期
間
は
、
平
成
4
年
3

月
ま
で
の
見
込
み
で
す

。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

調
整
係
　
8
8
0
5
2
0
1

区
役
所
(
千
住
庁
舎
)

閉
庁
時
に
地
下
駐
車

場
を
開
放
し
ま
す

利
用
曰
時
4

月
8
日
か
ら
第

2
・
4
土
曜
日
、日
曜
日
、祝

・
祭
日
の
午
前
9
時
～
午
後

1
0時
(
そ
の
他
の
土
曜
日
は

午
後
1
時
1
1
0
時
)

収
容
台
数
3
8

台
(
大
型
車
を

除
く
)

料
金

―
回
2
時
間
椢
円
(
3
0
　

分
増
す
ご
と
に
1
0
0円
追
加
)

問
合
せ
先

抛
ま
ち
づ
く
り
公

社
　
m
3
6
1
1

補
助
第
1
0
0
号
線

が
開
通
し
ま
す

都
市
計
圃
道
路
補
助
1
0
0
号
線

は
、残
さ
れ
て
い
た
西
竹
の
塚

一
丁
目
地
内
枷
㍍
の
工
事
が
完

嵎
し
、
4
月
5
日
(
水
)
午
後
2

時
全
線
閧
通
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
。

調
整
係
　
8
8
0
5
2
0
1

街
路
灯
が
点
灯
し

な
い
と
き
は
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い

区
内
に
は

。
区
で
管
理
す
る

オ
レ
ン
ジ
色
の
衝
略
灯
が
あ

り
、
防
犯
、
交
通
安
全
に
役
立

つ
て
い
ま
す
。
も
し
、
こ
の
街

路
灯
が
点
灯
し
な
い
と
き
は
、

お
手
数
で
す
が
所
在
地
、
眥
理

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

逓
絡
先
は
、
居
住
地
域
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
、
次
の
と
お

り
で
す
。

八
連
絡
先
▽

□
国
道
4
号
線
以
東
(
千
住
地

区
を
含
む
)
・・・
東
部
工
事
事

務
所

街
路
照
明
係

6
0
2
8
8
3
1
㈹

□
国
道
4
号
線
以
西
(
千
住
地

区
を
除
く
)
・
:
西
部
工
亊
事

務
所

街
路
照
明
係

8
5
5
-
1
6
1
㈹

掲示
板

□
浄
化
槽
清
掃
作
業
経
費
軽
減

証
を
郵
送
し
ま
す

都
で
は
、
2
3区
内
の
届
出
の

あ
る
浄
化
槽
に
対
し
て

。
灣
掃

料
金
の
一
部
を
年
1

回
助
成
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
の
「
漬

掃
作
業
経
費
軽
減
証
」
(元
年
度

は
桃
色
)
を
4
月
上
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
灣
掃
作
業
は
、
都
知

事
の
許
可
を
受
け
た
業
者
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
業
者
一
覧

表
を
軽
減
証
と
一
緒
に
送
り
ま

す
。

有
効
期
問

平
成
2
年
3
月
3
1
　

日
ま
で

※
な
お
、
浄
化
槽
の
届
出
が
済

ん
で
い
て
、
軽
減
証
が
郵
送
さ

れ
な
い
方
は
、
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

都
漬
掃
屁
浄
化
施

設
課
　
2
1
2
5
1
1
1㈹

□
4
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
第
1
期
分
の
納
期

で
す

納
税
通
知
S
を
5
月
中
旬
ま

で
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
金
融
機
関
ま
た
は
都
税
事

務
所
で
5
月
1
日
ま
で
に
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、こ
の
税
金
は
、
囗
座

振
替
納
税
が
利
用
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

足
立
都
税
事
務
所

唹
2
1
1
1

□
耳
の
聞
こ
え
の
わ
る
い
子
の

乳
幼
児
教
育
相
談

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
、ま
た

は
そ
の
心
配
が
あ
る
お
子
さ
ん

や
、
言
葉
の
お
く
れ
て
い
る
お

子
さ
ん
の
相
談
を
行
つ
て
い
ま

す
。

相
談
日
毎
週
木
・
金
埖
日
、

午
前
拍
一
時
～
午
険
2
時

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足
立

ろ
う
学
校
　
8
8
3
8
5
2
7

F
A
X

鰰
1
3
2
8

□
労
働
保
険
料
の
申
告
納
付
は

お
済
み
で
す
か

労
働
保
険
料
(
雇
用
保
険
料

と
労
災
保
険
料
)
は

、す
で
に
郵

送
さ
れ
て
い
る
申
告
書
に
、
保

険
料
を
添
え
て
5

月
1
5日
ま
で

に
最
寄
り
の
銀
行
ま
た
は
郵
便

局
へ
吶
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
ふ
じ
色
の
申
告

番
・
:
都
労
勵
経
済
笳
雇
用
保

険
郡
　
2
1
2
5
1
1
1

㈹

▽
く
ろ
色
の
申
告
書
…
東
亰

労
働
基
準
局
労
災
適
用
課

Ⅲ
5
3
1
1
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夏は自然の中でりフレッシュ!
鹿沼野外レクリエーションセンター

7・8 月 分利用申 し込み

緑
と
渓
流
に
囲
ま
れ
た
自
然
が

い
っ
ぱ
い
の
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
。キ
ャ
ン
プ
、(

イ
キ
ン
グ
、
川
遊
び
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
な
ど
楽
し
い
夏
の
思
い
出

づ
く
り
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

区
内
在
住
・
在
勣
の
方

施
般
利
用
・
食
事
料
金

左
表
の

と
お
り

申
込
力
法

往
復
(
ガ
キ
に
、
利

用
施
般
名
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
名
、

利
用
日
、
団
体
名
、
代
表
者
の

庄
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
利

用
人
数
(
大
人
・
子
ど
も
・
幼

児
)
を
明
記
(
1
団
体
1
枚
に

限
る
)

申
込
期
限
4

月
1
7日
必
着

受
付

返
送
(
ガ
キ
に
指
定
し
た

日
時
、
場
所
で
番
号
順
に
受
け

付
け
ま
す
(
揩
定
日
時
に
来
な

い
方
は
棄
権
と
し
ま
す
)

※
7
・
8
月
分
に
空
室
の
あ
る
場

合
は
、5
月
1
日
か
ら
窓
囗
、
ま

た
は
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
(
1

日
は
窓
囗
の
み
)
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
管
理
係
(
〒
1
2
0
千
住
1
1
4
1
1
8
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹
)

スポーツ合宿に最適です

黒 川 で の 川 遊 び

宿 泊 施 設 利 用 料 金
食事料金 宿泊料金

スポーツ施設利用 料金および予約範囲

※ 体育綰・多 目的 グラウンドについては 、団 体貸出 のない場合 は個 人利 用で きます。

情 報 コ ー ナ ー

4 月 の 安 売り デ ー

婦人週間記念事業

「女性のつどい」
昭和21年4 月10 日に、 女性 が初めて

参政権を 行使した ことを 配念して、こ
の日に始まる1 週間を 「婦人週闃 」と
定め、全国的に様々な啓発活勳が実 施
されています。
区でも、「女性 のつどい 」を関 催し 、

記念講演会とパネル展を閲催し ます。
□ 記念講演会
曰時4月15日( 土) 。午後2時～4時
購師 小柴美 知氏( 東亰都地域婦人団
体連盟会長)

テーマ 「女性穆政権のこれまでとこ
れから」- あ なたの一票の重み一

定員200 人

費用 無料
申 込方法 電話予約( 先着順)
受付期限4 月11日( 火)
場所・申 込・問 合せ先 婦 人総 合セン
ター( エル・ソフ ィア内)
880―5222

※ お子さ ん( 2 歳以上学齡前 まで) をお
あずかりし ます。必ず。串前に申し込
みくださ い。
□ パネル展
曰時4月10日～16日
テーマ 「写真に見る足立・女 の歩 み
展」

場所・問合せ先 記念講濔会と同じ

ひとりで悩まないで

婦人総合
センター
相 談 室

家庭のこと、職場や地域f )こと、
またあなた自身のことで悩んでいま
せんか。婦人総合センター相鮫室で
は、女性のもつさまざまな悩みに。
専門カウンセラーが相談に応じてい
ます。個人の秘密やプライバシーは、
固く守ります。
日時毎週月～金曙日、午前1( 陦～　
午後4 時
申込方法 電話予約
鳩所・問合せ先 婦人総合センター

880- 5223

第3 回 足立区観光写真

コンクール審査結果
今回は、134点の応募があり、審 晝

の結果次の方々が入 遭し ました。な
お、入逓n 嵋1を展示し ますので、ぜ
ひご覧ください。
賁　 襦せん( 区 長賁) …手板輝男
(口sf 弄 冰町) 　 特 遍( 観笂 勧a　
会長貫) …広瀬太- 4 千住仲町) 、
長日部敏治(保亰間三丁目) 　 瑠
特選・-・武田 裕( 江北五丁目) f &3　
名　 入遭・・・渋谷瞋夫( 千住四丁
目) 倦14名　 佳作… 柴幸男( 小
台二丁目) 鮑19名( 歌籌賂)

慶示挧胃4月11日～16日
・ 躍 エル・ソフィア
目合 せ先 観光缸5 畢務局

880 ―5191

<郷土史セミナー>

寺 子 屋
学校教育の源流を探る

鰓士哮物 館では、・s- 責羇を瀏用
して、かつてsり搴亀4理恚などをl g え
るセミナ ーを関き ます。
曰睥4月11・s日、5月9- 23日、
6月13・z7曰、7月11・25曰の8
回、いずれも乍後2時～4睥

J 螽 区内 在住・在勦・在予耆
騁師 抒1- 襦男f 当蟶館長。駒沢大
学 文学部 長】、安瀬義雄、皿 膕犀司(
足立 史麟会)

定員25AC 先 穡皿D
輿用 受 講日ごとに、入館科ax) 円が
必要

申 込方法 直接窓口 または電話
嚀l迴、掫頸昃4 月9 日( 曰)
申 込・間合 せ先 郷士 摶物 館
0620 ―9393

< 足立区主催>

グループ施設見学会
区内の施般をマイクロバスでご案

内します。
実施月4月～7月( 4り期分)
時聞午前9時30分～午後4時
見学施般 エル・ソフ ィア、郷土溥
物館、都市農業公園ほか

対象18 歳以上の健康な又匣で 構臑
する15人以上30人以内のグループ

募集グルーノ敝5 グループ( 抽選)
申込方法 往復ハガ キに、グループ
名、代表者名、住所、電話番号、
「グループ 施設見学会希望」と明
記( 1 グループ1 通に限 る)

申込期限4 月12日消印有効
申込・問合せ先 本庁舎・広聴係
〒120 千庄1- 4- 18
882- 1111 ㈹

<足立区観光協会主催>

第33 回 足立区民芸能大会
日頃の練習の成果を発表してみませ
んか。
日眄5月20E( 土) 、午蔚Ⅲ瞻～午後　
4 畤;頁}分

堋所 エル ーソフ4 ア
出壜資格　 観光脇会会員C 稟族) ま
たは区凾　 前回大会入貰者を畭く
募集種目・組数 歇の部、踊りの留各
32遡l
参加費1 人あたり　 会員C 家族) 　5( XFI

会艮以外l , ( XX)円
申込方法 申込書に切手{忿円を添え、
事務勗へ直接または輿送( 応募多数
のときは抽道)
募癩期間' 4月10日～21日( 必着)

※くわしくは、観光協会事務曷、各区
民亊務所にある要綱、申込書をご覧く
ださい。
申込・問合せ先 観光協会事筋昜( 中
央本町庁舎・蔬工振興課内)
880―5191

昨 年 の 芸 能 大 会

家から外へ出てみませんか

ことぶきクラブ
参加者募集

曰時5月～3月の毎週木曜日、午　
後1時30分～3時30分( 月1回、午　
前urn～午後3時、会食あり)
対象　 区内在住で65歳以上の家庭
に引きこもりがちな方　 自分で
通える方または家族等の介助で参
加できる方( 医療的介護を必要と
する方やゲートポール、踊りなど
で活勳している人は除く)
内容　健康体操、レクリエーション
活勳、手芸、工作、保健指導など
定員20 人(先讐順)
費用1 ヵ月5a)円程度( おやつ、会
食代などの実費)

申込方法 直接窓口または亀話
鳩所・申込・問會せ先 千住又匣福
祉センタ-　882- 2765

補助金を交付します

少年スポーツ大会
青少 年 の 呷 命 青 成 を 目 的 と し て 、

尨 毓で 行 う ス ポ ー ツ 大 会 に 賢 用 の 一

部を 楠肋 し ま す 。

対 象　 区 内 在住 ・在 学 の 小 ・中 学
生 で 組癲 さf l て い る 凾 体 の 大 会　>

大 会 は 、 そ れ ぞ れ 睹a 上 の チ ー

ム( 団 体) で 譖人 以 上 の 参 加 者 の あ

るも の( 個 人 種 目の 大 会 は 靦 人 以

上 の 参 加 者と す る) 　 要 瑣 ・ 規

的カ琴l 確な 大 会
※ すで・こ縊s を 受 け てい る 団 体( 地

区 爿 篆 委・ 合 、体 弯 協 会、 髏I会 自 治

会等) が 主 催す る大 会 は 除 く 。

申 込力 法 ・挧 限 所 定 の 禰肋 金交 付

申 謫 書( 体 育 課に あ り) を4 月21　

日 ま で に襴 出 し てく ださ い

申 込 ・冐 合 せ先 匐 予 舍 ・ 体育 課

Sg! - 11n ㈹

〝みどりのまちづくり〟

苗木を育ててみませんか

苗木の種類・本数 キンモクセイ、
サザンカ、夏みかんの3種類
総数6, 000本( 高さ約90C愬)

配布会場 下表のとおり
申込方法 往復ハガキに個人苗木配
布希望、住所、氏名、電話番号、
希望する樹種を2 種頬、配布会場
を明記

申込期瞋4 月30日(日)消印有効
申込・閥合せ先 本庁舎・緑化係
〒l誇千住1- 4- 18
882―1111㈹

※ 雨天でも実施します。

「緑の羽根」募金運動に
ご協力を!

募金にご協力くださる方は、お手
数ですが、緑化係までご連絡くださ
い。

M. I . 　240, 000


